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ハザードマップの種類
・洪水・土砂災害

（100〜150年に1回程度の⼤⾬で、堤防が複数決壊）

・津波
（南海トラフ地震発生時の津波で、堤防が全て決壊）

・高潮
（平成16年台⾵第16号の規模に基づく想定で、堤防は決壊なし）

・内水
・地震のゆれやすさ
・液状化
・地震の危険度（建物被害）



色がついている箇所が浸水の恐れがある区域

洪水・土砂災害ハザードマップ

土砂災害による危険なエリア

100〜150年に1回程度の⼤⾬で、堤防が複数決壊



津波、高潮ハザードマップ

南海トラフ地震発生時の津波で、
堤防が全て決壊

平成16年台⾵第16号の規模に基づ
く想定で、堤防は決壊なし



浸水の区分について

0.5m
（床下浸水）

3m
（垂直避難）

5m

○浸水の深さは、地面の高さ（地盤高）から
の数値

○津波の場合は、30㎝の浸水で身動きが取れ
なくなるので、できるだけ浸水の想定がない
場所へ避難

濃い紫

紫

濃いピンク

ピンク

薄いピンク

⻩⾊



避難場所・土砂災害警戒区域について

土砂災害警戒区域
※大雨や地震により発生

︓岡⼭市が開設する避難場所
（市⽴⼩、中、公⺠館など）

︓協定避難場所など



WEB版ハザードマップについて

①位置情報から現在地周辺のハザード情報が分かる
②災害時に開設している避難場所が分かる
③避難場所までのルートが表示される
④日本語、英語、韓国語、中国語で表示

WEB版ハザードマップの導入WEB版ハザードマップの導入

WEB版ハザードマップの種類WEB版ハザードマップの種類

WEB版ハザードマップの特徴WEB版ハザードマップの特徴

・洪水・土砂災害、高潮、地震、津波の４種類

・R5.2月から運用を開始

⾃宅以外や土地勘のない場所にいる⽅、外国の⽅でも、
避難等に必要な情報を瞬時に確認できる。



WEB版ハザードマップの画面



岡⼭市ホームページからの検索
（WEB版ハザードマップ）



岡山市が発令する避難情報

※災害の状況によっては、この順番ではありません。
時 間 の 流 れ

警戒レベル3相当
（気象庁が発表）

警戒レベル4相当
（気象庁が発表）



①携帯・スマホ・・・緊急速報メール
登録制防災情報メール

②テレビ・・・・・・「ｄデータ」ボタン
（例）NHK総合チャンネル

→「ｄボタン」
→「防災・生活情報」を選択

③ラジオ・・・・・・・FM７９．０（レディオMOMO）

④その他・・・・・・・岡⼭市公式HP
岡⼭市公式SNS

防災情報の入手先



本日のおはなし（振り返り）

（１）住んでいる地域の危険性を確認

（２）WEB版ハザードマップも活用

（３）警戒レベルの確認

（４）防災情報の入手先を確認

・各種ハザードマップで、被害の想定範囲や危険個所を

確認しましょう。

・スマートフォン、テレビ、ラジオなどから、防災情報を入

手する方法を確認しておきましょう。

・現在地周辺の情報をはじめ、市内全域で開設している

避難場所やルートなどを確認しましょう。

・適切なタイミングで避難できるよう、警戒レベルを確認し

ましょう。



ご静聴ありがとうございました

岡山市危機管理室


